
































3）すべての BCS Class で CYP3A4 に高い親和性を有する薬物 
これらの情報を in vitro 実験等によって事前に把握することで，個体内変動の大きさ
を予測し，適切な評価をし得る実験計画の作成が可能になると考えられた。 
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
 上記を踏まえて，提出された論文については，審査委員会にて評価基準に依拠して
検討し，主に以下のコメントを付して改善を求めた。１．背景について，仮説とその
新規性の明確な説明を追加する必要がある。２．考察・結論について，今回のデータ
に基づいてどれほど結論の断言が可能か，あるいは結果の適応・応用可能範囲につい
て限界の考察を追加する必要がある。３．文中に比較基準や客観的な根拠を示さずに
判断されている場合が散見される。可能な限り比較基準や検定結果を示し，客観的な
記述とするべき。４．個体間変動と個体内変動が，実測データのばらつきのどのよう
な状況を反映しているのか，十分に説明されていない点を改善されたい。５．一部の
内容について根拠が不明確である記述が認められたので，どのデータを根拠に，これ
らの記述を行ったのかを明確にされたい。 
以上のコメントに対して確実な返答と論文の対応する改善が得られたため，合格と判
断した。 
 
